
続きは裏側へ！

SCS評価制度とは？

2026年度末頃開始予定
（2 0 2 6 年 7 月時点の公表情報ベース ）

SCS評価制度
早めのご準備を

セキュリティリスクの
実質的低減

自社のセキュリティ基盤強化対策に。

サイバー攻撃の高度化に備える

実効性のある投資となりえます

今すぐ対応しなければだめ？
取引先の要件によって
準備の差が響いてくるかも

取引条件として
活用される可能性も

取引先選定の基準として★レベル取得状況

の確認の動きがあります。対応が遅れれば

取引機会の喪失に繋がる可能性もあります

準備に時間が必要

要件整理・製品選定など対応すべきことを

考えると、運用開始までに時間が必要に

なります（環境により異なる）

将来に備えたいけど、
進め方が分からない…

注目度が上昇中の
制度だよ

企業のセキュリティ対策レベルを ★3・★4（★5は今後検討）で可視化する経済産業省・IPA主導の制度です。

サプライチェーン全体のセキュリティ底上げを目的に、各企業の対策状況を客観的に評価できる仕組みを整備しています。

必須・基盤
レベル

・一般的なサイバー脅威への対処が水準

・専門家確認付き自己評価

3

・サプライチェーンで自社の役割に適合した

強靭化策が講じられていることが水準

・第三者機関の評価が必要

高度・発展
レベル

4
企業の

セキュリティ

対策における

基礎レベル

POINT

標準的に

目指すべき

セキュリティ

対策レベル

POINT

出典：経済産業省「サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度に関する制度構築方針」（2026年3月27日）



〒135-8505 東京都江東区豊洲5-6-15（NBF豊洲ガーデンフロント）

正しく安全にお使いいただくために、 ご使用前に必ず
取扱説明書の「安心してお使いいただくために」などを
よくお読みください。

●QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。
●本カタログに記載されている社名・商品名・サービス名などは、それぞれ各社が商標として使用している場合があります。

ご相談はお気軽に！まずは営業担当にお問い合わせください

貴社のセキュリティ対策を
構築から運用まで伴走支援いたします！

要件アセスメント ソリューション
提案

環境構築 運用支援・
社員教育

01 02 03 04

貴社の現状を把握し

★3|★4取得に向けた

要件を定義

01

ご提供する4つの支援

こんなお悩み、ございませんか？

通常業務で手一杯…

導入後も
相談できるのかな…

製品選定から構築、運用支援、そして社員教育まで ─ 

★3|★4の取得に必要なことを、貴社の状況に合わせて伴走しながらご支援します。

02 03 04

★3|★4要求事項を満たす

最適なソリューションを

貴社の既存資産を活かし

ご提案

経験豊富なエンジニアが

展開・設定・動作確認まで

責任を持って実施

構築後の運用支援と

社員教育まで一気通貫。

継続的な対策レベル

維持をサポート

● 貴社のIT環境・既存対策状況・取得目標レベルに応じて、最適なソリューションをご提案

✓ エンドポイント保護（EDR/EPP） メールセキュリティ 認証・ID管理 など

Dynabookなら

セキュリティ
導入の実績

多数

最適な対策
をご提案

運用後も
継続ご支援

POINT 運用開始には半年以上、時間を要することも

ご検討予定なら
お早めに

間違った対策は
したくない…

✓ ✓

▲QRコードからお問い合わせもhttps://dynabook.com/business/contact.html

DBI-SL-012 このカタログの記載内容は2026年7月現在のものです。
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